
「機能上の変化」というのではなく、「作用機構」という言葉を入れていますが、多くの
化学物質あるいは医薬品であっても、その作用機構、作用機作が何であるかというこ
とはまだはっきりと解明しているわけではなく、でも、その状態で使われているものは多
くあります。

「有害な影響を引き起こすことが示されている」、「予想されるというものが引き起こす
ことが示されている」というふうに2016年に変わってきました。

また、その「機能上の変化の結果」というのが「作用機構の結果」になりました。今申
し上げているのは、実際の文章を繰り返しているものでありますが、これはつまり、有
害性ベース、こちら側はリスク評価であると。ここが現在ヨーロッパで議論になっている
点であります。日本の状況はわかりませんで、これから２日ぐらいの間に日本の状況も
知りたいと考えていますが、PPPR、このロードマップによりますと、これは「リスク評

価」ではなく「有害性ハザード」の方が好ましいと考えているようであるというのが現状
であります。
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これが有機化学の専門家として私が好きなものですが、様々な化学物質が使われて
いて、人為的に作られた化学物質は非常に複雑な世界を構成しています。現在は非
常に多くの化学物質が存在して、医薬品に含まれている化学物質から様々な転換物
質、バイオジェニック、バイオティック、生物製剤など非常に多くの物質がありますので、
詳細についてお話をする代わりに何枚かのスライドを見ていただこうと思っています。
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お話ししたように、かつては数種類の化学物質を扱うだけでよい時期でしたが、2012
年から様々な一連の化学物質を入れるようになりました。殺虫剤、難燃剤、工業用の
副生物、化粧品、医薬品、パーソナルケア製品だけでも25,000以上の化学物質が含
まれています。Webサイトを見るだけでもこれだけのことがわかる。EUベースのWeb
サイトでもこれだけの数が含まれています。つまり、非常に多く、もっと複雑になってい
ます。2016年11月20日にアクセスしたもので、ECのTEDXリストがこれだけあるという
ことですが、だからといって、これにすべてのEDCが含まれたことにはならないというの
であります。



そのうちの幾つかについてデータが出ているもののリストになります。それぞれの化
合物を見ていくことはしませんが、この中で幾つかエストロゲン受容体アゴニストとして
の機能を持っているものもあります。殺虫剤あるいは除草剤も抗菌剤もそうです。ヘキ
サクロロベンゼンなど様々な副産物、従来からの化学物質としてディルドリン、DDTな
どもあります。

アンドロゲン受容体アゴニスト、これも殺虫剤、抗菌剤。甲状腺ホルモンのかく乱化学
物質、工業用化学物質などがそうですし、ダイオキシン、難燃剤、PCB、PBDEなどが
あります。

テストステロン合成阻害剤としては、フタル酸エステル類がここで唯一入っているもの
になります。つまり、まだまだ情報は欠けていて、これらの作用についてはわかってい
ないことがたくさんあります。

15



さて、今わかっているEDCも非常に多くのばく露源があります。持続的な難分解性の
様々な化学物質、有機化学物質があって、EDCとしての作用を持つものもあります。そ

して繊維、家具、電子製品などもそうですし、また、これも重要でありますけれども、こ
の後でお話をしますが、水というのも汚染のばく露源であります。我々としてはこれをコ
ントロールできるはずだと期待したいところですが、私の家にあります掃除機、バ
キュームクリーナーであります。家にはちり・ほこりがたくさんあって、これが環境中に
蓄積していって、その中に様々な建材、材料、道具など家庭にあるものが含まれてい
ます。
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2010年に発表した論文があります。これは2008年の研究のデータになりますが、子
どもたちの方が母親よりも特定の化学物質が多いと。PBDE、これは米国で20人の母

と子どもを調べたものですが、子どもたちというのは脆弱性が高いグループであり、リ
スクに直面している、リスクが高いと。環境中の化学物質のばく露を受けやすいという
ことがここでも示されました。
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ここで見ていただきたいのが規制、これが大きな役割を果たすということであります。
この論文は我々が2013年に発表したものですが、これを見ますと、非常に劇的に減ら
すことができるということがわかりました。毎年10％ずつダイオキシンを減らすことがで
きた。ダイオキシン様PCB、TEQなど、これはいずれも下げることが規制によりできまし

た。規制により社会では様々な対策をとることになって、その結果としてこのように減っ
てきたものであります。つまり、規制を行えば、それに見合うヒトの健康のための価値
があるということをこのデータが示していると思います。
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それでは水に話を戻しますが、PFOSとPFOAについては、2002年のドキュメントに
は全く言及されていませんでした。

ご覧いただいているデータ（左のグラフ）は、プラネット、国連のプログラムとまた別の
データですが、政府プラネットのデータになります。通常、ピコグラムで、PFOS、PFOA
のレベルは低いものです。一人だけ突出していますけれども、これはスウェーデンの映
画制作者でありまして、この人においてレベルが高くなっていました。理由はあります
けれども、今日のこの話に重要なものではありません。

こちら（右のグラフ）は、特定のスウェーデンの地域にいる子どもたちと比較したデー
タです。日本ではこれはどのぐらいあるかわかりませんが、なぜこのようなことが起き
たかというと、この子どもたちは、汚染された水を飲んでいましたが、この汚染はどこか
ら来たのか。井戸の水を飲んでいましたけれども、これまでPFOSを含む消化剤の影
響を受けたということでしょうか。350,000pgもの非常に高い濃度に達した子どもたちの
データがあります。スウェーデンでは人口の1/3がPFOSまたはPFOSに類似した化学

物質の汚染を受けています。なぜかというと、水が汚染されているからで、フッ化化学
物質を含んでいたからです。しかし、これだけではありません。
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そしてもう一つ、野生生物の研究も私は行っていまして、それは日本からそう遠いとこ
ろではありませんが、野生生物における塩素化パラフィン汚染を調べたデータになりま
す。これは非常に深刻なスライドだと思います。青の部分は塩素化パラフィンを示して
います。この小さな部分に含まれるのがPCB、PDE、DDTなどになります。そしてこの

グラフの一部、非常に細い線がありますけれども、これは塩素化パラフィンの濃度が非
常に高いということで、これが一体どういう影響をもたらすかはわかりません。健康の
影響として野生生物への影響が心配されるのですが、今データが中国から出てきつつ
あります。

これは母乳中の塩素化パラフィン、これもマイクログラムの濃度になっていて、環境
汚染物質としては最も高い濃度になっています。
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ここまでで幾つか従来のPBT化学物質、そして難燃性、生物蓄積性、毒性を有する

化学物質ということで、ストックホルム条約の化学物質といわれていますが、これらは
脂溶性である。しかし同時に親蛋白質性もありますが、これについては10年前あるい
は15年前にはふれられることもありませんでした。
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様々な化学物質は蛋白に結合することがわかっています。この場合はトランスサイレ
チンを示していますが、これらのフェノール性の化学物質、ほかにも２つ、PFOAが特
定の蛋白に結合しています。

ここでお示ししたいのは、この半難分解性の化学物質、定義があまりよく知られてい
ないかもしれませんが、この定義、これは難分解性化学物質であって、環境中にまで
出ていく可能性があるということですが、そうなった場合には生体内で容易に代謝され
る半難分解性化学物質ですね。そしてこの濃度が高くなるためには、継続的にばく露さ
れなければならないということで、半難分解性化学物質と呼ばれています。
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